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。10日 第51回北陸地区国立大学体育大会が開会 。12日 五福キャンパスの一斉清掃を実施
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... 講演する文部省合回大学改革推進室室長補佐 ... 能登谷学長補佐から開会挨拶
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（法 律）

0 国家公務員法等の一部を改正する法律 （83) （ 平成

11. 7 .  7 官報号外第128号）

0 特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の

改善の促進に関する法律 （86) （ 平成11. 7 . 13 官報

第2666号）

0 内閣府設置法 （89) （ 平成11. 7. 16 官報号外第135

号）

0 国家行政組織法の一部を改正する法律 （90 ) （向上）

0 文部科学省設置法 （96) （向上）

0 中央省庁等改革のための国の行政組織関係法律の整

備等に関する法律 （10 2) （同上）

0 独立行政法人通則法 (10 3) （向上）

0 独立行政法人通則法の施行に伴う関係法律の整備に

関する法律(10 4) （向上）

（規 則）
0 人事院規則9 - 2 （俸給表の適用範囲）の一部を改

正する人事院規則 （人事院9 - 2ー33) （ 平成11. 7 . 

1 官報第2658号）

0 人事院規則9 - 8 （初任給， 昇格， 昇給等の基準）

の一部を改正する人事院規則 （同9 - 8 -39) （向上）

0 人事院規則9 -17 （俸給の特別調整額）の一部を改

正する人事院規則 （同9 -17-74) （同上）

0 人事院規則9 49 （調整手当）の一部を改正する人

事院規則 （人事院9 -49-12) （ 平成11. 7 . 13 官報

第2666号）

l!J�@J� 
富山大学セクシュアル・ハラスメント等の防止に関する指針の制定

富山大学セクシュアル・ ハラスメント等の防止に関する指針の制定理由
本学における， セクシュアル・ ハ ラスメント等の人権侵害及び性差別の防止に関し， 必要事項を定める。

富山大学セクシュアル・ ハ ラスメント等の防止に関する指針を次のとおり制定する。

平成11年 7月 16日

富山大学セクシュアル ・ハラスメント等の防止に関す
る指針

（目 的）

第l条 この指針は， セクシュアル・ ハ ラスメント等の

防止及び予防のための措置並びにセクシュアル・ハ ラ

スメント等に起因する問題が生じた場合に， 適切かっ

迅速な対応を求める権利を保障するための措置及び救

済に関する必要な事項 を 定めることにより， 富山大学

におけるすべての学生及び職員が対等な個人として尊

富山大学長 時 i事 責

重され， 公正で安全な環境のもとで， 修学， 就労， 教

育及び研究ができ， セクシュアル・ ハ ラスメント等の

人権侵害や性差別がおきないようにすることを目的と

する。

（定 義）

第 2 条 この指針における 「セクシュアル・ ハ ラスメン

ト等」とは， 修学， 就労， 教育又は研究上の関係を利

用してなされる次に掲げる行為をいう。

(1) 性的要求への服従又は拒否を理由として， 修学，

就労， 教育又は研究上の利益又は不利益に影響を与
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えること。

品a」寸ー

(2) 相手が望まないにもかかわらず， 修学， 就労， 教

育又は研究上の利益又は不利益を条件として， 性的

誘いかけを行うこと又は性的に好意的な態 度を要求

すること。

(3) 性的言動及び掲示等により， 不快の念を抱かせる

ような環境を作り出すこと。

(4) その他不当な言動等により， 修学， 就労， 教育 又

は研究上の不利益を与えること。

2 前項の具体例は， 別表のとおりとする。

（相談体制）

第3条 セクシュアル・ハ ラスメント等に関する相談に

対処するため， 相談員を設ける。

2 相談員は， 富山大学セクシュアル・ハ ラスメント等

対応委員会（以下 「委員会」という。）の委員をもっ

て充て， 必要な研修を受けなければならない。

3 相談員は， 相談を申し出た者のプ ライパシーを厳守

し． 相談の状況を委員会に報告しなければならない。

（委員会）

第4条 セクシュアル・ハ ラスメント等に対応するため．

委員会を置く。

2 委員会は， 次の各号に掲げる委員をもって組織する。

( 1）各学部の教員 男性女性各l人

(2) 保健管理センター教員 2 人

(3) その他職員 男性女性各若干人

3 委員の任期は2年とし， 再任を妨げない。 ただし，

欠員が生じた場合の後任の委員の任期は， 前任者の残

任期間とする。

4 委員会に委員長を置き， 委員の互選とする。

5 委員長は， 委員会を招集し， その議長となる。

6 委員会は， 委員の過半数が出席しなければ 開会でき

ない。議事は， 出席者の3分の2 以上をもって決する。

7 委員長は， 必要がある場合は委員会の承認を得て，

委員以外の者の出席を求めることができる。

（委員会の任務）

第 5条 委員会の任務は， 次の各号に掲げる事項とする。

( 1) セクシュアル・ハ ラスメント等の防止に関する研

修・啓発

(2) セクシュアル・ハ ラスメント等に関する実態調査・

公 開

(3) セクシュアル・ハ ラスメント等の相談に関する保

護・救済

(4) セクシュアル・ハ ラスメント等の相談に関する事

実調査
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(5) 助言・指導その他の措置を必要と認めた場合の当

該部局長への要請

(6) 処分・改善その他の措置を必要と認めた場合の学

長への報告

(7) 公開する報告書の作成

(8) その他セクシュアル・ハ ラスメント等の防止に関

すること

（調査委員会）

第 6条 委員会は， セクシュアル・ハ ラスメント等に関

する事実調査のため， 調査委員会を置くことができる。

2 事実調査に当たっては， 被害者の人権に配慮しつつ，

関係者のプ ライパシーを厳守し， 迅速かつ公正に対処

しなければならない。

3 調査結果については， 委員会に文書で報告しなけれ

ばならない。

4 調査委員会は， 委員会の構成員若干人をもって充て

る。

5 調査委員会に委員長を置き， 委員の互選とする。

6 調査委員会委員長は， 必要がある場合は調査委員会

の承認を得て， 委員以外の者の出席を求めることがで

きる。

（措 置）

第7条 学長は， 委員会の報告に基づき必要な措置を講

じなければならない。行為者が職員の場合は， 関係法

令の規定に基づき必要な措置をとらなければならず，

行為者が学生の場合は， 当該学生の処分について， 当

該学部に付託しなければならない。

（公 開）

第 8条 懲戒処分が確定した場合に， その処分との関連

性が認められる範囲での事実関係を公開しなければな

らない。

（補 則）

第 9 条 この指針の運用上必要な事項については， 別に

定める。

（庶 務）

第10 条 委員会に関する庶務は， 庶務部人事課において

処理する。

附 則

この指針は， 平成11年7月 16日 から実施する。

2 この指針施行後最初に任命される第4 条第2 項第l

号の委員のうち半数の委員の任期は， 同条第3項の規

定にかかわらず． 1 年とする。

3 この指針によるセクシュアル・ハ ラスメント等の防
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止については， この指針の施行後2年を目 途として，

この指針の施行の状況を勘案し， その全般について検

討が加えられ， その結果に基づいて必要な措置が講ぜ

られるべきものとする。

別表（第2条第2 項関係）

1 「性的要求への服従又は拒否を理由に修学， 就労，

教育又は研究上の利益又は不利益に影響を与えるこ

と」とは， 例えば次の行為を含む。

① 個人的な性的要求への服 従又は拒否を， 人事，

労働条件の決定又は業務指揮に反映させること。

② 個人的な性的要求への服従又は拒否を， 教育又

は研究上の指導又は評価及び学業成績に反映させ

ること。

2 「相手が望まないにもかかわらず， 修学， 就労．

教育又は研究上の利益又は不利益を条件として， 性

的誘いかけを行うこと又は性的に好意的な態 度を要

求すること」とは， 例えば次の行為を含む。

① 人事権・業務指揮権行使， 教育又は研究上の指

導又は評価によって利益・不利益の与奪を想定さ

せる性的働きかけをすること。

② 業務遂行に乗じて相手への性的な関心の表現を

すること。

③ 立場を利用して， 執効に又は強制的に性的行為

に誘ったり， 交際の働きかけをすること。

④ 立場を利用して， 強 引な接触 又は性的な行為を

行うこと。

⑤ 立場を利用して， 性的魅力をアピールするよう

な服装や振る舞いを要求すること。

3 「性的言動及び掲示等により， 不快の念を抱かせ

るような環境を作り出すことJとは， 例えば次の行

為を行うことを含む。

① 仕事の途中に， 相手の性的魅力や自分の抱く性

的関心にかかわる話題で妨害するなど， 正常な業

務の遂行を性にかかわる話題又は行為で妨害する

こと。

③ 性的に不快感をもよおすような話題， 行動及び

状況を作るような次の行為を行うこと。

イ 相手が返答に窮するような性的又は卑猿な冗

談をいうこと。

ロ 職場又は研究室に狸重要な図画を貼札 扇情的

報 第415号

な雰囲気を作ること。

ハ 卑狸な雑誌， 映像， 写真又は文書を見ること

を強要すること。

ニ 懇親会又はコンパ等のつきあいで， 集団で卑

猿な行動をとること。

ホ 性に関する悪質な冗談ゃからかいを行うこと。

へ 相手が不快感を表明しているにもかかわらず，

その場からの離脱を妨害すること。

ト 相手の身体を上から下まで長い閉じろじろ眺

めること又は目で追うこと。

テ 相手の身体（肩， 背中， 腰， 頬又は髪等）に

意識的に触れること。

リ 意図的に性的な噂をながすこと。

4 「 その他不当な言動等により， 修学， 就労， 教育

又は研究上の不利益を与えること」とは， 例えば次

の行為を行うことを含む。

① 被害を申し出た者又は その他の関係者に対し，

脅迫的又は威圧的な言動を行うこと。

② 職務上の地位を利用して， 職場又は研究室等に

おいて不当な行為を行うこと。

富山大学セクシュアル・ ハラスメント等の防止に関す
る指針の運用について

第 1 条関係

1 「学生」とは， 児童， 生徒， 学生， 聴講生， 研

究生その他富山大学において修学する者をいう。

2 「職員」とは， 教員， 事務職員， 技術職員， 非

常勤職員， 委託契約職員その他富山大学において

就業する者をいう。

3 「セクシュアル・ハラスメント等」とは， いわ

ゆるセクシュアル・ハラスメントのほか人権侵害

行為を含むものをいう。

4 「対応」とは， 修学上又は就労上の地位を利用

した交際， 性的関係の強要又は人権侵害に対する

拒否， 抗議又は苦情の申出等の行為をいう。

5 「適切かつ迅速な対応を求める権利を保障する

第2条

ための措置及び救済」には， 当該部局等の監督者

（学生・職員を事実上監督していると認められる

地位にある者）の協力を含むものとする。

第1項関係
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「セクシュアル・ハラスメント」とは， 異性問

のみならず向性問の行為も含み， その認定に際し

ては， 被害者の受け止め方を重視するものとする。

第1項第1号関係

1 本号は， 性的要求への服従又は拒否を理由とし

て， 実際に何らかの利益又は不利益が与えられて

いることを要件とする。

2 「性的要求」とは， 被害者との性的関係を要求

することをいい， 第2号の「性的誘いかけを行う

こと」・ 「性的に好意的な態 度を要求すること」

と同義である。

3 性的な要素の認定に際しては， 被害者の受け止

め方のほか， 直接立ち会った第三者の受け止め方，

それが特定の個人や性別に限定されて行われてい

ること． 繰り返し行われていること等を考慮して，

総合的に判断するものとする。

4 「性的要求への服従又は拒否」と「修学， 就労，

教育又は研究上の利益又は不利益jとの関係の認

定に際しては， 性的要求への服従又は拒否以外の

正当な理由があることについて， 委員会は加害者

とされる側に十分な説明を求めることとする。

5 「性的要求」は， 加害者が直接要求した場合の

ほか， 第三者が加害者の要求を取り次いだり． 加

害者の意を汲んで要求する場合も含まれ， その場

合には， この第三者も責任を問われるものとする。

6 「利益もしくは不利益」には， 次のようなもの

を含むこととする。

( 1) 進学， 進級， 成績評価又は教育研究上の指導

を受ける際の取扱いにおける利益・不利益

(2) 昇 任又は配置換等の任用上の取扱いや昇格，

昇給又は勤勉手当等の給与上の取扱い等に関す

る利益・不利益

第1項第2号関係

1 本号は， 実際にはまだ利益・不利益が与えられ

ておらず， かっ性的関係を要求する行為が それら

と関連づけられていると判断されることを要件と

する。

2 「性的に好意的な態 度を要求する」とは， 性的

な要素を持つ行為が行われた際に， それを拒否し

にくい状況が存在すれば足りることとする。

3 「性的誘いかけを行うこと又は性的に好意的な

態 度を要求する」行為と「修学， 就労， 教育又は
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研究上の利益又は不利益」との関係の認定に際し

ては， 被害者の側に利益又は不利益を与えられる

と受け止めるに足る相当な理由が認められるか否

かを基準とする。

4 「相手が望まない」行為であったことの認定に

際しては， 被害者がそのことを表明していたか否

かにかかわらず， 被害者が意志を表明しにくい状

況にありその行為が一般的に望まない行為と判断

できるか否かを基準とする。

第l 項第3 号関係

1 本号は， 性的要求と関連づけられた利益・不利

益なしに， 不快な環境を作り出すことによって，

間接的に被害者に不利益を与えることを要件とす

る。

2 「不快の念を抱かせるような環境」とは， 学業・

職務に専念することができなくなる程 度に修学・

就労上の環境が不快なものであること又は その程

度には至っていないが， 特定の性（特に女性）が

当該組織・活動等に参入することの障壁となって

いる場合をいう。

3 「不快」の認定に際しては， 一事象のみならず，

同一被害者が受けた全ての事象を総合して判断す

るものとする。

4 「性的言動及び掲示等」とは， 個人に対する歓

迎されない性的な働きかけ． 特定の性（特に女性）

一般を性的欲望の対象として示す言動・掲示又は

特定の性（特に女性）にのみ行動を強制したり行

為の制限を加えようとする行為をいう。

第l 項第4 号関係

1 本号は， 第 1 号， 第2号及び第3 号に掲げた形

態で， 性的要素を伴わないいわ ゆる「いじめ」行

為， 本指針によって規定されている対応を妨害す

るような行為又はセクシュアル・ハラスメントに

名を借りて加害者とされる者を陥れる行為等をい

つ。

2 「不利益」には， 次のようなものを含むことと

する。

(1) 進学， 進級， 成績評価又は教育研究上の指導

を受ける際の取扱いにおける不利益

(2) 昇任又は配置換等の任期上の取扱いや昇格，

昇給又は勤勉手当等の給与上の取扱い等に関す

る不利益
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(3) 誹詩中傷を受けること， その他事実上の不利

益

第2項関係

本項の具体例は， 例示的なものとする。

第3条

第l項関係

1 「相談」には， セクシュアル・ハラスメント等

による被害を受けた本人からのものに限らず， 次

のようなものも含まれる。

(1) 他の者がセクシュアル・ハラスメント等をさ

れているのを見て不快に感じる学生・職員から

の相談

(2) 他の者からセクシュアル・ハラスメント等を

している旨の指摘を受けた学生・職員からの相

談

(3) 部下等からセクシュアル・ハラスメント等に

関する相談を受けた監督者からの相談

2 「相談」には複数の相談員で対応するように努

めるとともに， 遮断された場所で． 相談を行う者

と同性の相談員が同席できるようにするものとす

る。

3 相談員は， 相談者の言い分をよく聞き， 事実関

係と被害者の状況の把握に努めることとする。

4 相談を受けた際に， 被害者が非常に混乱してい

たり， 精神的ダメージが大きい場合は， 専門家の

助言を受けられるようにすることとする。

5 事態が非常に切迫していたり， 富山大学セクシュ

アル・ハラスメント等対応委員会（以下 「委員会」

という。）の開催が困難な場合には， 委員会の事

後承諾を条件として， 委員長との相談で対応を検

討することができるものとする。

6 被害の継続が予想される場合には， 相談員は，

事実関係を正確に 記録し． 可能ならば証拠を保 管

したり第三者の証言を得られるよう指導すること

とする。

第2項関係

「必要な研修」は， 委員会において企画するこ

ととする。

第3 項関係

「報告」は， 文書により行うこととする。

幸E 第415号

第4条

第 6 項関係

委員の代理出席は， 認めない。

第5条

第1 号関係

「研修・啓発」とは， 学内での研修への協力，

ポスター・パンフレット等の作成をいう。

第2号関係

「実態調査・公開」とは， アンケート等の実施，

年1 回程 度の報告書の公刊をいう。

第3 号関係

1 保護・救済及びそれに関する手続きは， 被害者

の要請があった場合にのみ行うものとする。

2 「保護・救済」とは， 次のようなものをいう。

(1) 被害者のプライパシーの保護と それの目撃者

等への協力要請

(2) 事実関係について当事者聞に争いがない場合

又は被害が軽微な場合に， 被害者の了解を得た

うえで， 委員会から加害者等に直接的に指導等

を行うこと

(3) 事実関係について当事者聞に争いがある場合

又は被害が重大な場合で， 当該相談の解決まで

にある程 度の期間が必要と思われるときの， 加

害者とされる者と被害者との接触の回避

(4) 加害者への処分・指導を行った際には， 一定

期間後に被害者に事態の改善状況を確認するこ

と

第4号関係

「事実調査」とは， 調査委員会から提出された

文書による調査結果に基づいて行うこととする。

第5号関係

本号の 「要請」に対して， 当該部局長は協力し

なければならないものとする。

第6 号関係

「報告」は， 文書により行うこととする。

第 7号関係

1 被害者の氏 名・所属はもちろんとして， 被害者

を特定できるような内容のものであってはならな

-7-
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いこととする。

2 指導のみで解決したものについては， 簡略化し

た情報（いくつかのカテゴリーへの分類など）と

件数のみを公表することとする。

3 処分が確定したものについては， 事実概要と処

分理由並びに処分結果を公表することとする。

第 6 条

第2 項関係

1 処分が確定するまでは， 加害者とされる者のプ

ラ イ パシーも保護されなければならない。

2 調査委員会の面接調査は， 被害者以外の関係者

の面接調査に限定するものとし， これには被害者

の面接に当たった相談員が加わることができるこ

ととする。

幸E 第415号

第3 項関係

報告書は，委員会に提出する以前に， 被害者に

開示することとし， この報告書に対して被害者に

異論がある場合は， その旨の文書を委員会に提出

することとする。

第4項関係

「調査委員会」は， 当該事案につき相談者の面

接に当たっている相談員以外の委員会の委員若干

人で構成することとする。

第 8条関係

被害者を特定できるような内容は除かれるもの

とする。

富山大学水質保全委員会規則の制定

富山大学水質保全委員会規則の制定理由
富山大学における廃液等による環境汚染防止について適切な対策を講じ， 管理体制を整備するため， 所要の整備

を行う。

富山大学水質保全委員会規則を次のとおり制定する。

平成11年 7月16日

富山大学水質保全委員会規則

（設 置）

第l 条 富山大学（以下「本学」という。）に， 廃液等

による環境汚染防止について適切な対策等を講じるた

め， 富山大学水質保全委員会（以下「委員会」という。）

を置く。

（任 務）

第2条 委員会は， 次の各号に掲げる事項を調査・審議

し， 必要に応じて学長及び部局長に対し， 指導， 助言

又は勧告するものとする。

( 1 )  有機廃液及び無機廃液等の処理に関すること。

(2) 実験排水の水質監視・対策に関すること。

(3) 排水に係わる教育・指導に関すること。

(4 ) その他必要と認める事項

-8 ー

（組 織）

富山大学長 時 津 貢

第3条 委員会は， 次の各号に掲げる委員をもって組織

する。

( 1 ) 水質保全センター長

(2) 各学部から選出された教員 各2 人

(3) 地域共同研究センター及び水素同位体科学研究セ

ンターから選出された教員 各 1 人

(4) 事務局長

2 前項第2号及び第3 号の委員は， 各学部長及び各セ

ンター長の推薦に基づき， 学長が命ずる。

（任 期）

第4条 前条第l ；項第2号及び第3号の委員の任期は，

2年とし， 再任を妨げない。ただし， 欠員が生じた場

合の後任の委員の任期は， 前任者の残任期間とする。

（委員長）
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第 5条 委員会に委員長を置き， 水質保全センター長を

もって充てる。

2 委員長は， 委員会を召集し， その議長となる。ただ

し， 委員長に事故あるときは， 委員長があらかじめ指

名した委員が， その職務を代行する。

（委員会の議事〉

第 6 条 委員会は， 委員の過半数の出席により成立し，

議事は， 出席委員の過半数をもって決する。ただし，

可否同数のときは， 議長がこれを決する。

（意見の聴取）

第 7条 委員会が必要と認めるときは， 委員以外の者の

出席を求め， その意見を聴くことができる。

（部 会）

第 8条 委員会に， 廃液処理部会及び排水部会を置く。

2 廃液処理部会は， 有機廃液及び無機廃液等の処理

に関することについて調査・審議する。

3 排水部会は， 実験排水の計測監視， 立入調査及び改

善措置等に関することについて調査・審議する。

4 各部会は， 第3条第 1 項第2号（各学部l 人）及び

幸E 第415号

第3 号の委員（ 1 人）をもって組織する。

5 各部会に部会長を置き， 委員長をもって充てる。

（幹 事）

第 9 条 委員会及び各部会に幹事を置き， 施設課長をもっ

て充てる。

（庶 務）

第10 条 委員会の庶務は， 施設課において処理する。

附 則

1 この規則は， 平成11年 7月 16日 から施行する。

2 この規則施行の際， 現に富山大学廃液処理施設 運営

委員会規則第3 条第l項第2号の委員である者は， こ

の規則により委員に任命されたものとみなし， 任期は，

第4 条の規定にかかわらず， 平成12年 7月 14 日 までと

する。

3 この規則施行後， 最初に任命される第3 条第l 項第

3 号の委員の任期は， 第4 条の規定にかかわらず， 平

成12年 7月 14日 までとする。

富山大学廃液処理施設規則の全部改正

富山大学廃液処理施設規則の改正理由
富山大学廃液処理施設の管理体制を見直し， 同施設の運営をより円滑に行うため， 所要の改正を行うとともに，

併せて規定の整備を行う。

富山大学廃液処理施設規則の全部を改正する規則を次のとおり制定する。

平成11年 7月 16日

富山大学水質保全センタ一規則

富山大学廃液処理施設規則（昭和61年4月 18日 制定）

の全部を改正する。

（趣 旨）

第l 条 この規則は， 富山大学水質保全センター（以下

「センター」という。）に関する必要な事項を定める

ものとする。

（目 的）

第2条 センターは， 富山大学（以下「本学」という。）

富山大学長 時 津 貢

の教育及び研究に伴い排出される廃液等を円滑に処理

するとともに， 排水の水質監視等を行い， 環境の汚染

を防止することを目的とする。

（職 員）

第3条 センターに， 水質保全センター長（以下 「セン

ター長」という。）及びその他必要な職員を置く。

2 センター長は． 本学の教授のうちから第4 条に定め

る運営委員会の推薦に基づき， 学長が命ずる。

3 センター長の任期は2年とし， 再任を妨げない。た

だし． 引き続き4 年を超えることができない。

4 センター長は， センターの業務を管理する。

-9ー
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5 職員は， センター長の命を受け， センターの業務に

従事する。

（運営委員会）

第4 条 センターにセンターの円滑な運営を図るため，

富山大学水質保全センター運営委員会（以下「運営委

員会」という。）を置く。

（運営委員会の審議事項）

第 5条 運営委員会は， 次の各号に掲げる事項を審議す

る。

( 1 )  管理運営の基本方針に関すること。

(2) センター長の推薦に関すること。

(3) その他管理運営に関する重要事項

（運営委員会の組織）

第 6条 運営委員会は， 本学水質保全委員会委員をもっ

て組織する。

（委員長）

第 7条 運営委員会に委員長を置き， センター長をもっ

幸自 第415号

て充てる。

（運営委員会の議事）

第 8条 運営委員会は， 委員の過半数の出席により成 立

し， 議事は． 出席委員の過半数をもって決する。ただ

い 可否同数のときは， 議長がこれを決する。

（庶 務）

第 9 条 センターの庶務は， 当分の筒， 施設課において

処理する。

附 則

1 この規則は， 平成11 年7 月1 6日 から施行する。

2 富山大学廃液処理施設運営委員会規則（昭和61 年4

月18日 制定）は， 廃止する。

3 この規則施行の際， 現に富山大学廃液処理施設 長の

職にある者は， この規則によりセンター長に任命され

たものとみなし， 任期は， 第3条第3項の規定にかか

わらず， 平成 12年7 月14日 までとする。

� [!) � 
第7回開学50周年記念事業委員会（ 7月1日）

（議 題）

(1) 関学50周年記念事業について

(2) その他

第3団地域共同研究センター運営委員会（7 月1 日 ）

（審議事項）
(1) 平成11 年度当初予算配分 （案）について

(2) その他

第3回入学試験委員会（7 月 2 日 ）

（審議事項）
(1) 平成1 2年度富山大学入学者選要項（案）について

(2) 平成1 2年度富山大学学生募集要項（案）について

(3) 平成11 年度高等学校 と富山大学との入学試験に閲

する懇談会実施計画（案）について

(4) 平成 11年度富山大学説明会実施要項（案）について

(5) 入試情報開示に係るワーキンググループ （仮称）

について

第2国学寮委員会(7月2日）

（審議事項）
( 1 ) 風呂燃料の負担割合について

(2) その他

第6回将来計画委員会（7 月5 日 ）

（審議事項）
( 1 )  本学の将来構想・特色について

(2) その他

第1回保健管理セ ン タ ー運営委員会（7月7日）
（審議事項）

(1 ) 平成11 年度保健管理センター運営費予算（案）に

ついて

(2) 平成11 年度保健管理センター業務計画（案） につ

いて

(3) その他

第7回将来計画委員会（7 月12日 ）

（審議事項）

( 1) 本学の将来構想・特色について

(2) その他
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第4固事務協議会（ 7 月 13 日 ）

（審議事項）

当 面 の 諸課 題 につ い て

� f” 

第1回スペース・ コラボレーション ・システム事業実施
委員会（ 7 月 15 日 ）

（審議事項）

(1 )  委 員 長 の 選 出 につ い て

(2) 副委 員 長 の 選 出 につ い て

(3) s c S 事業 計 画 につ い て

(4) s c S 事業 の 運用 方法 につ い て

(5) そ の 他

第4回部局長懇談会（ 7 月 16 日 ）

（議 題 ）

(1 ) 学 内 共 同利 用 施設 へ の 協 力 体制につ い て

(2) 平成 12年度概算要求文部省 説 明 の 概 況につ い て

(3) 大 学 運 営 改 善 に係 る 講 演 会 の 開 催 状況につ い て

(4) 五福 地 区 構 内 一 斉 清掃の 実 施 結 果 につ い て

(5) 平 成 1 2年 度 入 学 者 選 抜 要 項 の 公 表 につ い て

(6) そ の 他

第4回評議会（ 7 月 16 日 ）

（審議事項）

(1 ) 富山大 学 部 局 長会 議 規則の 制定 につ い て

(2) 富山大 学 セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 等 の 防止に

関 す る 指針の 制定 につ い て

(3) 富山大 学 水 質保全委 員 会規則の 制定 及 び富山大 学

廃液処 理 施 設 規則の 改 正 につ い て

(4) そ の 他

第3回数養教育委員会（ 7 月 16 日 ）

（審議事項）

(1) 教養教 育 推 進 特別 委 員 会 か ら の 提案につ い て

(2) 教養教 育 全 学合 宿 研 究 会 につ い て

(3) そ の 他

第1回年史編纂委員会（ 7 月 16 日 ）

（審議事項）

(1 ) 関学50周 年 記 念 写 真 集 の 発 行 につ い て

(2) 50年史編纂 の 今後 の 進 め 方 につ い て

(3) そ の 他

幸E

第1回自己点検評価委員会（ 7 月 22 日 ）

（ 審議事項 ）

第415号

(1 ) 「外部評価に関 す る ア ン ケ ー ト 」につ い て

(2) そ の 他

第8回将来計画委員会（ 7 月 23臼）

（ 審議事項）

(1 ) 本学 の 将来構 想 ・ 特 色 につ い て

(2) そ の 他

第3回附属図書館商議会（ 7 月 23 日 〉

（ 審議事項）

(1 ) 平成 1 1年度学生用図書 購入 費 等 の 予 算 執行 につ い

て

(2) 外 国雑誌購入 費 の 取扱 い につ い て

(3) 富山大 学 関 学50周 年記念事業 （ 図 書 の 充実 ） につ

い て

(4) 電子 図 書館 専 門 委 員 会 （ 仮称） の 設 置 につ い て

(5) そ の 他

第4回入学試験委員会（ 7 月 29 日 ）

（審議事項）

(1) 平成 12年度富山大学学生募集要項 （ 案）につ い て

(2) 富山大学入学者選抜健康診 断判定 基準につ い て

(3) そ の 他

第1固就職連絡会議（ 7 月 29 日 ）

（ 審議事項 ）

(1 ) 平 成 1 1年 度 の 就 職活動につ い て

(2) 企業向け大学紹介の 作 成 につ い て

(3) そ の 他

第2回学生生活協議会（ 7 月 30 日 ）

（審議事項）

(1 ) 文化部会長及 び体育部会長 の 選 出 につ い て

(2) 平成 12年度入 学試験合 格者 へ の ダ イ レ ク ト メ ー ル

につ い て

(3) そ の 他
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ー ミJ
平成11年度 文部省在外研究員派遣者の決定

種 類 所 属 職 名 氏 名
主たる滞在地及び当該滞在地の

調 査 研 究 題 目 派遣期間属する国名並びに派遣先の機関名

教育学部 « ｝レ フ ァ ス ト 情報教育 カ リ キ ュ ラ ム と教 材開発 12. 2 . 21 海 外 研 究 開 附属教育
実践研究 助教授 堀田 龍也 （連合王国） － 流通方法 お よ び教 師教育に関 す

発 動 向 調 査 指 導 ク イ ー ン ズ大 学 る 動 向 調査
12. 4. 14 

センタ ー

大学運営改善特別講演会を開催

高等教育機 関 に対 し ， 改 革の た め の あ ら ゆる 自助努力

が 求 め ら れ て い る 中 ， 7 月 14 日 （樹に文 部省 高 等 教 育局大

学 課 の 合 田哲雄大学改革推 進 室室長補佐 を 講 師に迎 え て，

「大学運営改 善 特 別 講演 会 」 が開催 さ れ ま し た 。

合 田室長補佐は， 大 学 審 議 会 答申 「21世紀 の 大 学像と

今 後 の 改革方 策につ い て 」にあ る 基本 理念， 学校教 育 法

等 の 一 部改 正 の 趣旨を も とに， 「今大学に求 め ら れ て い

る も の は何か， そ の た め に大学 は何を な すべ き か」 を 丁

寧に講演 さ れ ま し た 。

会 場の 黒田講 堂ホ ー ル には． 教 員 ． 事務職 員 合 わ せ て

320名 が 出 席 し， 改 め て 大 学 改 革の 必 要 性 ・ 重要 性につ

い て 理解 を 深め， 講 演 終了 後 の 質疑応答で は， 独 立 行 政

法 人 化 問題， 大 学 院の 在 り 方， 大学運営と学 部運 営 の 関

係等につ い て ， 熱心 な 意 見 交 換 が行わ れ ま し た 。

... 盛況の講演会場 （黒田講堂ホール）

平成12年度入学者選抜要項を公表

平成 12年度富山大学入 学 者 選抜要項 が 7 月 19 日 （月） に発

表 さ れ ま し た 。 昨年 度との 変更点及 び入学者選抜 の 概 要

は次 の とお り で す 。

-12-
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平成12年度富山大学入学者選抜要項について 一 昨年度 と 変更点 一

1 一 般選抜 を 記 載

(1)  実 施 方式 及 び実 施 日 程

日 程は， 国 立 大学協会 か ら の 「国立大学 の 入 学 者

選抜につ い て の 平 成 12年 度 実 施 要 領」 に基づく変更

で あ り， 年 月 日 並びに曜 日 の 変更が主で あ る 。

な お ， 【 】は， 昨年 度 実 施 日 程で あ る 。

0出 願期 間 平 成 12年 1 月24 日 （月）～2 月 2 日 同

【 1 月25 日 （月）～2月 3 日 （水 ）】

O検 査 期 目 前期 日 程：平成 12年2 月25 日 後）

【 2 月25 日 （木） 】

後期 日 程・平成 12年 3 月 13 日 （月）

【 3 月 12 日 樹】

O合 格発 表 前期 日 程：平成 12年 3 月 7 日 （火）

【 3 月 6 日 比） 】

後期 日 程：平成 12年 3 月21 日 （火 ）

【 3 月21 日 （日 ）】

O入学 手 続 前期 日 程．平 成 12年 3 月 14 日 （火）， 15 日 同

【 3 月 14 日 （日）， 15 日 （月） 】

後期 日 程：平 成 12年 3 月27 日 （月）

(2) 募集 人 員

入学定 員 等

入 学 定 員

前 期 日 程

後 期 日 程

専 門 高校等 選 抜

特 別 選 抜

(3) 出 願資 格

【 3 月27 日 仕）】

1, 445人 【 1 ,492人 】

876 人 【 9 1 1 人 】

304人 【 315人】

8人【 8人 】

257人 【 258人 】

「 中 高 一貫教育制度 の 導入 に係 る 学校教育 法 等 の

一 部 改 正 につ い て （ 通知） 」 の 中 等教育学校卒 業 者

の 大学 入 学 資 格 （ 第56条） にお い て ， 中 等 教 育 学 校

の 卒業 者 につ い て ， 高等学校の 卒 業者 と 同 様 に， 大

学 へ の 入 学 資 格を 有 す る も の と さ れ た こ と に伴い ，

「高 等 学校」を 「 高 等 学 校若 し くは 中 等 教 育 学 校

（ 以下「高 等 学校等 」 と い う 。 ） 」 と し た こ と 。

(4) 入 学 者 選 抜 実施教科 ・ 科 目 等

① 人文 学 部 ：基 本 的 に変更な し

②教育 学 部 ：改 組 後 の 入学者 選抜実施教科 ・ 科 目 等

③経 済学部：基 本 的 に変更な し

④理 学 部 基 本 的 に変更な し

⑤工 学 部 基 本 的 に変更な し

2 特 別 選 抜

(1) 実 施 方 式 及 び 実 施 日 程

【 】は， 昨年 度実施 日程であ る 。

。 大学入試 セ ン タ ー 試験 を 課 さ な い 特 別 選 抜 ： 人

文学部推 薦 入 学 を 除く

O願書受付 平 成 1 1 年 1 1 月 4 日 （木）～ 1 1 月 1 1 日 附

【 1 1 月 4 臼（水）～ 1 1 月 1 1 日 体） 】

O検 査期 日 平 成 1 1 年 1 1 月24 日 （羽 【 1 1 月25 日 附】

O合 格発表 平 成 1 1 年 12月 3 日 後）【 12月 4臼後） 】

O入 学手続 平成12年2 月 17 日 同【 2 月 17 日 附1

@ 大学入試 セ ン タ ー 試験 を 課す 特 別 選 抜 ： 人 文 学

部推薦入学

O願書 受付 平 成 1 1年 12月 1 3 日 （月）～ 12月 17倹）

【 12月 14 日 （月）～12月 18 日 後） 】

O検査期 日 平成12年 1 月 19 日 同【 1 月20 日 （羽 】

O合 格発表 平 成 12年2 月 5 日 出【 2 月 6 日 （士 ） 】

O入学手続 平成12年2 月 17 日 附【 2 月 17 日 同】

(2) 募集 人 員

① 教育学部

。 推 薦 入 学

0 取 り や め

・ 学校教育教 員 養 成 課 程理科教育専攻 （ 3 人）

・ 総合教育課程情報教育 コ ー ス （ 6 人）

・ 総合教育課程環境教育 コ ー ス （ 3 人）

・ 総合教育課程生涯ス ポ ー ツ コ ー ス （ 3 人 ）

0 実 施

・ 生涯教育課程発 達臨床専攻 （2 人 ）

・ 生涯教育課程生涯ス ポ ー ツ 専 攻 （ 3 人 ）

・ 情報教育課程教育情報 シ ス テ ム 専攻 （ 6 人）

．情報教育課程マ ル チ メ デ ィ ア 芸術専攻 （ 4 人）

@ 社 会 人 特 別 選抜

0取 り や め ：総合教 育 課 程生涯ス ポ ー ツ コ ー ス

（若干 名 ）

O実 施 ：生涯教育課程生涯ス ポ ー ツ 専 攻

（若干 名 ）
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② 経 済 学部夜間主コ ー ス 全学 科 の 社 会 人特別 選 抜

募集 人 員 変更

・ 経 済 学 科 14人 →10人

・ 経 営 学 科 13人 →10 人

・ 経営 法 学 科 13人→10人

③ 理学 部化学科 で 推 薦 入 学 実 施 （ 5 人 ）

④ 工 学 部全学科 で 推 薦 入学募集 人 員 変更

・ 電気 電子 シ ス テ ム 工学科

・ 知 能 情 報 工 学 科

．機械知能シ ス テ ム 工学 科

14人 →15人

15人 →14人

15人 →16人

・ 物質 生命システム工学 科 24人 →2 7人

(3) 出 願資 格

「 中 高 一 貫教育 制 度 の 導入 に係 る 学校教 育法 等 の

一部改 正 につ い て （ 通知） 」の 中 等教育学校卒 業 者

の 大学 入 学資 格 （ 第 56条） にお い て ， 中 等 教 育 学 校

の 卒業 者 につ い て ， 高等 学校の 卒 業 者 と 同様に， 大

学 へ の 入 学 資 格 を 有 す る も の と さ れ た こ と に伴い ，

「 高 等 学校」 を 「 高 等 学 校若 し く は 中 等 教 育 学 校

（ 以下 「高等学校等」 と い う 。 ） 」 と し た こ と 。

-14 -
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(4) 入学者選抜実施教科 ・ 科 目 等

① 人文学部：基 本 的 に変更な し

第415号

② 教育学部：改組 後 の 入学者選抜実施教科 ・ 科 目

等 を 記 載

③ 経済学部：基 本 的 に変更な し

④ 理 学 部・基 本 的 に変更な し

⑤ 工 学 部・基 本 的 に変更な し

3 私費外 国 人留 学生選抜

(1 )  実施方式及 び実施 日 程

【 】は， 昨年度 実施日程である 。

O出 願期 間 平 成 12年1 月 24 日 （月）～ 2 月 2 日 （刻

【 1 月 25 日 （月）～ 2 月 3 日 同】

O検 査期 日 平 成 12年 2 月 25 日 後） 【 2 月 25 日 休 ）】

O合 格発表 平成12年 3 月 7 日 （火 ）【 3 月 6 日 （土） 】

O入学手続 平成 12年 3 月 14 日 （火） ， 15 日 同

【 3 月 14 日 （日）， 15 日 （月） 】

以 上
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平成12年度富山大学入学者選抜要項（抄）

1 . 入学定員（募集人員）

A千��』
入学

学 科・ 課程等 定 員部

人 人 文 A弓� 科 65 I 

文 国 際 文 化 Aヲ� 科 50 
戸f以－． 

モE三コ
,. 去ロ五c 文 化 $= 科 80 

部｜ 5十 195 I 

A弓� 校 教 育 系 23 I 
A寸�与－ （教育学・学校心理学・幼児教育専攻）

教
校 障 害 児 教 育 系

教 （障害児教育 専 攻）
7 

育
言 語 ・ 社 会 系

教 （国語教育・英語教育・社会科教育専攻）
25 

員

育
養 自 然 ・ 生 活 系 25 
成 （数学教育・理科教育・技術教育・家政教育専攻）

諜 ctr 体i ． ｛本 育 系= 20 F呈 （音楽教育・美術教育・保健体育専攻）

自十 100 
A干.... 与 生 発 達 臨 床 専 攻 10 

涯
生 涯 ス ポ ー ツ 専 攻 10 

E
教
育累 人 間 環 境 専 攻 20 
程 3十 40 

部
教育情 報 シ ス テ ム 専攻 20 

マルチメディ ア芸術 専攻 10 
小 計 30 

言十 170 I 

昼 経 済 A寸�』 科 155 
主問 中主 営 Aイ��ゐ 科 120 

経 :::J 
経 営 法 � 与 科 100 

済
ス 5十 375 

主夜間
車圭 済 $ 科 20 I 

A子�い－ 
経 営 A子u与弘 科 20 

コ
経 営 法 Aィ.... ー 手4 20 

部 ス 計 60 
5十 435 

数 �子.... 科l 50 
理 物 理 $ 科

化 �ぬA� 科

学l 生 物
品子 科

地 T求 科 Aイ� 科

部 生 物 関 環 境 科 学 科

5十
電 気 電 子シ ス テ ム工学科

工 知 育E 情 報 工 A十.... 科
A子.... 機 械知能シ ス テ ム工学科

部 物質 生命シ ス テ ム工学科I �十
ぷc＇コ、 5十

40 
35 
35 
40 
30 

230 
90 
80 
90 

155 
415 

i 1,445 ' 

一般選抜募集人員 専門高校・ 特別選抜募集人 員総合学科抜
卒業生還前期日程後期日程 （前期日程） 推薦入学帽子女特別選民社会人特別選抜

42 15 7 若干名
32 12 5 若干名
51 20 8 若干名 1 

125 47 20 若干名 3 

16 7 

5 2 

18 7 

19 6 

8 4 8 

66 26 8 
5 3 2 
4 3 3 若干名

14 6 
23 12 5 若干名
10 4 6 

4 2 4 
14 6 10 

103 44 23 若干名
100 31 I 24 若干名
76 24 20 若干名
64 20 16 若干名

240 75 60 若干名
3 7 10 
3 7 10 
3 7 10 
9 21 30 

249 96 60 若干名 30 
28 6 15 若干名 1 
26 6 7 若干名 1 
22 7 5 若干名 1 
23 5 I 5 若手名 2 
29 9 若干名 2 
19 i 5 5 若干名 1 

147 38 37 若干名 8 
54 18 2 15 若干名 1 
47 16 2 14 右干名 1 
54 17 2 16 若干名
97 28 2 27 若干名 1 

252 79 8 72 若干名 4 
876 i 304 I 8 212 若干名 45 

第415号

備 考

推薦

体
，

入

育

学
美

専
術
は

攻
，教
音
育
3名
専

楽教育専
名
攻

2名 攻3
保健
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2. 平成12年度富山大学入学者選抜方法等

(1) 一般選抜（前期日程）
選抜方法等

学部・学科名

人 人 文 A子�」 科

文
:'j'与－ 

部

教

育

ふ弓，，�」

部

- .‘ ・ ．

国
吉E舌コ

ムす比与

校

教

育

教

員

養

成

課

程

生
涯
教

育
課
程

際
童回五ロ

文
・ ・ ・－ - .・

文

化
化

学 校 教 育 系

障害児教育系

言語・社会系

自然・生活系

芸術・体育系

E’ E・・ ・ー ． ．  

Aす�与与 科

学 科

教育学専攻

学校，心理学専攻

幼児教育専攻

障害児教育専攻

国語教育専攻

英語教育専攻

社会科教育専攻

数学教育専攻

理科教育専攻

技術教育専攻

家政教育専攻

音楽教育専攻

美術教育専攻

保健体育専攻

発 達 臨 床 専 攻

生涯 ス ポ ー ツ 専 攻

人 間 環 境 専 攻

教 育情報シ ス テ ム 専攻

マルチメデ ィ ア芸術専攻
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個 別 学 力 検 査 等

個
Jjlj 
A守，，与－ 

カ

検
査
を

課
す
る

。

× 

× 

。

。

実技検査等

実 面 小 量
技 論12

検 接 存
文 る

査 三
を を ニ

を 手
課 課 テ

f，ー丁 ス卜

す す義
る う る Z

× × × × 

× × 。 × 

× × 。 × 

× × x × 

× ×  × × 

× O × × ×  

× O × 。 × 

× O × × ×  

× ×  × O × 

x 0 × ×  × 

O × × ×  × 

O × × ×  × 

× ×  x 0 × 

2段階選 抜

第l 瞬の
主として．調査書？による
の内容と大学入試 日絡者数

センター試験の成定 そ
績により第1段階 員
選抜を行い．その 対

に

合格者について更 す の
に必要な検査等を る
行う 倍

率 他

x × × 

× × 

専門高校 ・ 総合学科
卒 業 生 選 抜

個
Jjlj 
学
力
検
査
を
諜
す
る

× 

× 

実技検査等

実 面 小 話
技 論 』
検 後

文 7査
を を 三

を ン

課 課 t
fーT ス

す す
すまる

る う る

× × × × 

× × × × 

募

集

人

員

× 

× 

第415号

個
耳lj

学
力
検 備 考

査 （欠員の補充の方法等）

等
の

日
程

欠員補充の方法等は．

9月下旬頃に発表予
定の学生募集要項に
記載する。

2 

月

25 

日

後）

※美術教育専攻の個

別学力検査等の実技

検査等については．

実技検査又は小論文

のうちいずれかを選
択させる。
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選抜方法等

学部・学科名

経

済

A守品二4」

部

理

同十ι 

部

工

寸..... 」． 

部

経 済 A子u. 科

昼間主
経 営 Aザ晶aー. 科コース

・ ． ， ． ．

経 営 法 学 科

経 済 学 科

夜間主
経 営 μサJー' 科コース

.... . 

経 営 法 学 科

数 戸F孟� 科

物 理， + 科

化 A子u. 科

生 物 Aザu与． 科

地 E求 科 持4ι」 科

生物園環境科学 科

電気電子システム工学科

知 能 情 報 工 学 科
・ ・ ・ ー

機械知能システム工学科

物質生命システム工学科

個

Bリ

� 与
力

検
査
を
課
す
る

。

× 

。

。

主同マー 報

個 別 学 力 検 査 等

実技検査等

実面小量
伎 論i�

検 接 存文 る
査 え

を を ニ
を ン

グ
課 課 テ

fT スト

す す 義
る う る Z

× × × × 

× × × × 

× × × × 

× × ×  × 

2段 階選 抜

第l段階の
主として． 調査書選抜による
の内容と大学入試 今絡者数

センター試験の成定 そ
績により第l段階 員
選抜を行い． その に

合A格者について更 対
す の

に必要な検査等を る｜
行う 倍

率 他

× × × 

× × × 

× × × 

（注） 1 0印は， 当該検査等を課すこと又は該当することを示す。

2 ×印は， 当該検査等を課さないこと又は該当しないことを示す。

専門高校・総合学科

卒 業 生 選 抜

個 実技検査等 募

2実薗小量
お<

t カ 技
接

論 集
検 検 文 号
査 査 を を 三
を を ン

人課亨
課 課 行 ス

す す す 会する
る る う る 員

× × × × × × 

× × × × × × 

2人

2人
。 × × × ×  

2人

1人

3. 調査書に③標示を希望する。（入学者選抜方法の研究資料として利用するため）

第415号

個
目lj
A寸Aー

力
検 備 考

査 （欠員の補充の方法等）

等
の
日
程

欠員補充の方法等は，

9月下旬頃に発表予

定の学生募集要項 に
2 記載する。

月

25 

日

後）

-17ー
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(2 )  一般選抜（後期日程）
選抜方法等

学部・学科名

人 人 文 A十,,,. 科
・ ・ ・ ・ ・ a‘ 4・・

文
国 際 文 イヒ 学 科Aサ，，，.ー

部 E言コ 圭回五c 文 イヒ '7地4－ 科

教育学専攻

学 校 教 育 系 学校，L、理学専攻
員!f:.

幼児教育専攻

校
障害児教育系 障害児教育専攻

教
教 国語教育専攻

育 F言語・社会系 英語教育専攻

教 社会科教育専攻

育
員 数学教育専攻

養 理科教育専攻
自然 ・生活系 ー ． ．‘’ a， 晶

成 技術教育専攻

課
家政教育専攻

A子＆ゐ

音楽教育専攻
程

芸術・体育系 美術教育専攻

保健体育専攻

剖1 生 発 達 臨 床 専 攻
涯
教室
程

生 涯 ス ポ ー ツ 専 攻

人 間 環 境 専 攻

教 育情報 シ ス テ ム 専攻

マ ルチ メ デ ィ ア芸術専攻

-18 -

会民守』 報

個 別 学 力 検 査 等

個
耳lj

学
力
検
査
を

課

す
る

× 

× 

× 

× 

× 

x 

× 

実技検査等

実 面 小 量
技 論 に
検 接 存

文 る
査 三

を を ニ
を ン

ゲ
課 課 テf，ーT ス

す 卜
す
る う る

義
t 

× × 。 × 

× × 。 × 

··x × 。 × 

× × 。 × 

× 。 × × 

。 × × × 

x × 。 × 

× O × × x 

× ×  × 。 × 

× ×  × 。 × 

× ×  。 。 × 

2 段 階 選 妓

第 日 摘の
主として， 調査書 ？による
の内容と大学入試 口格者数

セ ン タ 一試験の成 定 そ
績に よ り 第 l 段階 員
選抜を行い， そ の に
合格者に つ い て更 対す
に必要な 検査等を る
fr つ 倍

率 他

× × × 

× × × 

専門高校 ・ 総合学科
卒 業 生 選 抜

個 実技検査等 募

2実 極 小 詰fl 
力 寸一合 接 ユロd冊h 集

検 検 文
査 査 を を 三
を を

課 手 人
課 課 行 ぞ
す す す 議する
る る う る 員

× × × × × × 

× × × × × × 

第415号

個
]jlj 

学
力
検 備 考

査 （欠員の補充の方法等）

等
の
日
程

欠員補充の方法等は，

9月下 旬頃に発表予

定 の 学 生 募 集 要 項 に

記載する。

3 

月

13 

日

（月）
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選抜方法等

偲
耳I]
戸－F-＆ゐ

力
検
査
を
課

す
学部・学科名 る

経 済 声二h千且． 科

経 昼間主 経 営 A子＂＇－与 科 。コ ー ス

済 経 営 法 学 科

学 経 済 学： 科

夜間主 経 営 余ー子孟£． 科 。部 コ ー ス

経 営 法 学 科

数 学 科 × 

理 物 理 学 科 × 

化 'f: 科 × 
，些.与． 

1宅 物 A子�弘 科 × 

部 地 球 科 学 科 × 

生 物 閤 環 境 科 学 科 × 

電 気 電 子 シ ス テ ム 工 学 科 × 
工

知 能 情 報 工 学 科 × 
学 4・. .‘・

機 械 知 能 ゾ ス テ ム 工 学 科 × 
部

物 質 生 命 シ ス テ ム 工 学 科 × 

学 報

個 別 学 力 検 査 等

実技検査等

実 面 小 量
技 論 ：2

お
検 接 け

文 る
査 え

を を ニ
を ン

ク
’

課 課 テ
イ，丁ー ス

す
ト

す
る う る

議
t 

× × × × 

× × × × 

× × × × 

× × 。 × 

× × 。 × 

× 。 × × 

× × × × 

× 。 × × 

× × × × 

× × × × 

× × × × 

× 。 × × 

2 段 階 選 抜

第 ぱ 購の
主 と し て， 調査書 ヂによる
の内容と 大学入試 口格者敬

セ ン タ ー試験の成 定 そ
績 に よ り 第 l 段階 員
選抜を行い， そ の に
合格者 に つ い て更 ？ の
に必要な検査等を る
行 う （音

率 他

× × × 

× × × 

× × × 

（波） 1 .  0印は， 当該検査等を課す こ と 又は該当 す る こ と を示す。

2 . × 印は ， 当該検査等を課 さ な い こ と 又 は該当 し な い こ と を示す。

専門高校 ・ 総合学科
卒 業 生 選 抜

個 実技検査等 募己一ー 実 面 小 筒ー・m

力 守長合 接 モ柵記与 � 集

検 文
査 査 を を 三
を を 拍品未 子手 入
課 課 行 ス

す す す 会する
る る う る 員

× × × × × × 

× × × × × × 

× × × × × × 

3 . 調査書に③標示を希望す る。 （入学者選抜方法の研究資料 と し て利用 す る た め）

第415号

個
日I]

学
カ
検 備 考

査 （欠員の補充の方法等）

等
の
日

程

欠員補充の方法等は，

9 月 下 旬頃に発表予

定の学 生募集要項に
3 記載する。

月

13 

日

（月）

- 19 -
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(3) 特別選抜
選抜方法等

学部・学科名

人 人 文 守...，＿二 科

文
国 際 文 化 ヲ叫」 科

必す比与

部 4百=- 語 文 化
Aす孟4与ゐ 科

教 育 学 専攻

学 校 教 育 系 学校心理学専攻
学

幼児教育専攻
校

障害児教育 系 障害児教育専攻

教
教 国語教育専攻

育 言 語 ・ 社 会系 英語教育専攻

教 社会科教育専攻

育 員 数学教育専攻

養 理科教育専攻
自 然 ・ 生活系

成 妓 術 教育専攻

諜
家政教育専攻

学
音楽教育専攻

程
芸術 ・ 体育 系 美術教育専攻

保健体育専攻

部
生 発 達 臨 床 専 攻

涯

著書 生 涯 ス ポ ー ツ 専 攻

人 間 環 境 専 攻

教 育 情 報 シ ス テ ム 専 攻

7 ル チ メ デ ィ ア 芸術専攻

- 20 -

推 薦

品且守・ 報

入 A子＂：

入学定員の一部に つ い て． 出身学校長 の推薦 に基つ‘ き ，
学力検査 を免除 し 調査警を 主 な 資料 と し て 判定す る

実 技 検 査 等 推

個 別 学 力 検 査 個 別 学 力 検 査 実 面

を 免 除 し ， 大 及 び 大学入試 技 �A 岡 に 入

学入試セ ン タ ー セ ン タ 一 試験 検 接 あ4る7・
学文

試験を 課 す る を免除す る 査
’J 

を を ニス の 募を テヲン
’ 

集E果
Z果 fT 
す す

る つ る

7 人
」ー

。 × × × 。 x × 5 人
ドーーーーーーーー

8 人

× × × × × × 

× × × × x × × × 

× × × × × 

× × × × × 

2 人

× 。 。 。 × × 

3 人

× 。 × 。 × × × 2 人

× 。 × 。 × × × 3 人

× × × × × × × × 

× 。 × O 。 × ｜ × 6 人

× 。 × O 。 × ｜ × 4 人

第415号

帰国子女 ・ 社会
人等のための特
g1j選後

帰 中 社

国

号 ｜
備 考

国

揚 （欠員の補充の方法等）
� 三者

子
等

子

女 女 人

。 × 。

× × × 

x × × 

× × × 

x × × 

× × × 

× × × 

× × 。

× x × 

× × × 

× × × 
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選彼方法等 推 薦

高... 守ー

入

報

Aザ�ー－ 

入学定員の一部 に つ い て， 出身学校長の推薦 に 基づ き ．
学力検査を免除 し 調査書を 主 な 資料 と し て 判定す る

実 技 検 査 等 推

個 別 学 力 検 査 個 別 学 力 検 査 実 面 そ 薦

を 免除 し ， 大 及 び 大 学 入 試 技 論 入
接 お

学入試セ ン タ ー セ ン タ ー 試験 検
文 4るリt 

Aヲ叫与

試験を課す る を免除 す る 査 ス
を を 一 の 募

を ン’

課
グ 集

諜
ア

n コぇ

す す

轟する
人

学部・学科名 る つ る 他 員

車圭 済 寸..... 一． 科
12人
12人

昼間主
経 営 ふ寸品a戸－ 科

10人
× 。 × 。 。 × × ・ ．．．

経
コ ー ス 10人

一
8人

済 経 営 法 学 科
8人

A手't 経 済 Aづ�与』 科

t至 営 歩子孟広． 科 × × × × × × × x 

経 営 法 学 科

数 9子品4
科 × 。 × 。 。 × × 15人

理 物 理 ，子.,_ 科 × 。 × 。 。 × × 7人

化 戸:f: 科 × 。 × 。 。 × x 5人
ー子孟4

生 物 学 科 × 。 × 。 。 × × 5人

部 地 球 科 学 科 × x ｜ × × × x × × 

生 物 闘 環 境 科 学 科 x 。 × 。 。 × × 5人

篭 気 電 子 シ ス テ ム 工 学 科
9人
6人

工 8人
知 能 情 報 工 学 科

6人
学 x 。 × 。 。 × x 一

機 械 知 能 シ ス テ ム 工 学 科
10人

制i 6人
トーーーー一一

物 質 生 命 ゾ ス テ ム 工 学 科
16人
1 1 人

（ 注 ） 1 .  0印は． 当 該検査等を課す こ と 又は該当 す る こ と を 示 す。

2 . × 印 は， 当該検査等を課 さ な い こ と 又 は該当 し な い こ と を 示す。

3 . 調査書 に③標示を希聾す る 。 （入学者選抜方法の研究資料 と し て 利 用 す る た め）

第415号

帰国子女 ・ 社会
人等のための特
日11選依

帰 中 社

国

国
号 ｜ 備 考
揚

�三. 
者

子
等

子

女 女 人

推薦入学 に つ いて

各学科の募集人員欄中． 上段

は駿業教育 を 主 と す る 学科以外
。 × × 

の学科を， ま た ． 下段＇i職業教

育 を 主 と す る 学科 を 対象 と し た

募集人員を そ れ ぞ れ示す。

× × 。

。 × 。

推薦入学 に つ い て

① 面接 に は， 基 礎学力 に 関 す

る 試聞を含む。

② 各学科 の 募集人員欄中， 上

。 × 。 段 は普通科 ・ 理数科を， ま た，

下 段 は 専門教育 を 主 と す る 学

科 （工業） 及 び総合学科 を 対象

と し た 募集人 員 を そ れ ぞ れ 示

す。
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異動区分 発令年 月 日 氏 名

採 用 1 1  8. 山本 浩司

今 鳥養 祐二

昇 任 1 1 .  7 .  16 山木 宏明

11. 8. 太田 正信

今 松郷 誠一

配 置 換 1 1. 7. 16 青木 正克

1 1. 8. 大谷 潔

苦手 職 1 1. 7. 3 1  安村千恵子

退 職 1 1. 7. 14 松井 輝代

� 堰免 芳子

1 1. 7. 29 近藤 俊彦

。 高山 恭一

ゐ 稲葉 智裕

� 望月 昇

ク 島先 厚至

4シ 甲斐 英高

。 中根 ー剛

今 加藤 奏

1 1  7. 3 1  桑名 春雄

今 山崎 正裕

今 中山 拓也

� t中野 浩二

� 園 田 教

� 宮下 友宏

φ 潟辺美 由 紀

今 高橋 純

4シ 立 川 智之

育児休業 11. 8. 星野由紀子

併 任 11. 8. 駒城 鎮ー

イシ 松川 滋

職務命令 1 1  7 .  1 6  加賀 谷重浩

-22-

品見守ー 幸E

ミ』�昌司
異 動 前 の 所 属 官 職

文部省 大 臣官房人事課福祉班福 祉 第 一 係 長

九州大学経理部主計課長

助
（

教授
質

工学部
物 生命 シ ス テ ム 工学科生物応用化学）

庶務部人事課長

経理部長

臨時用務員 （教育学部炊婦）

臨時用 務員 （教育学部炊婦）

今 � 

事務補佐員 （ 附属 図書館情報サ ー ビ ス 課）

φ 今

。 ゐ

4シ v 

。 今

� 今

。 イシ

� ゐ

臨時用務員 （教育学部作業 員 ）

技術補佐員 （経済学部）

技術補佐員 （ 総合情報処理セ ン タ ー ）

。 今

今 ，， 

宅， 今

。 ，， 

ゐ ，， 

。 ，， 

教務職
（物

員 工学
命

部
質生 シ ス テ ム 工学科応用化学）

教 授 （経済学部）

� 。

助 手 （工 学 部）

第415号

異 動 内 n廿._. 

教 授 理学部 （化学科合成有機化学）

講 師 水素 同位体科学研究 セ ン タ ー

庶務部人事課長

経理部長

教 授 山梨大学 工学部

神戸大学庶務部人事課長

静岡大学経理部長

辞職

平成1 1年 7 月 13 日 限 り 退職

� 

平成1 1年 7 月 28 日 限 り 退職

，， 

今

4シ

ぞシ

� 

ゐ

ゐ

平成11年 7 月 30 日 限 り 退職

。

イシ

。

。

� 

// 

，， 

そシ

職務復帰

評 議 員 （～13. 3. 3 1 )  

� （～13. 7. 3 1 )  

廃
水

液処理施設勤務 を 免 ず る
質保全セ ン タ ー 勤務 を命ず る
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�（！）�［！） 

第51 回 北陸地区 国 立大学体育大会 が 開会

7 月 10 日 （土）， 本 学 が 当 番校 と し て 第5 1 回 北 陸 地 区 国 立

大学体育大会 の 開 会式 を 黒 田 講堂 で 開催 し ま し た 。 開 会

式 は ， 福 井大 学， 福 井 医科 大 学． 金沢大学， 富 山 医 科 薬

科大学， 高 岡 短 期 大 学 及 び 本 学 の 体 育 系 サ ー ク ル か ら 学

生約300名 が参加 し ， 時 i事 学 長 か ら 大 会 長 挨 拶 を 受 け ま

し た 。 同 大 会 は 6 月 13 日 か ら 7 月 1 1 日 ま で の 7 日 間 ， 各

競技場 で22競技種 目 に わ た っ て 開 催 さ れ ， 約 2 , 400名 の

学 生 が 日 頃 の 練 習 成果 を い か ん な く 発燭 し ま し た 。

... 硬式テニスの麓技風景

五福 キ ャ ン パ ス の一斉清掃 を実施

-413名 の教職員 ・ 学生が一斉清掃 に参加一

本学 で は ， 「教育研 究 の 場 に ふ さ わ し い 学 園 環 境 の 維

持」 を 目 的 に 毎 年 五福 キ ャ ン パ ス の 一斉 清掃 を 年 2 回 実

施 す る こ と と し て い ま す 。 本 年 度 の 第 l 回 清掃 は 7 月 1 2

日 （月）午 後 3 時 か ら 約 1 時 間 に わ た り 実 施 し ま し た 。

当 日 は ， あ い に く の 梅 雨 空 で 降 雨 が心配 さ れ ま し た が，

時津学長 を 先 頭 と し て ， 教 職 員 ・ 学 生 4 1 3 名 が 参 加 し ，

キ ャ ン パ ス 内 に 捨 て ら れ た 空 缶 ・ 吸殻等 ゴ ミ の 収 集 と 溝

の 清掃， 除 幕 等 の 作 業 を 行 い， 心地 よ い 汗 を 流 し ま し た。

... 挨拶する時津学長 （上）／事務局前に集合 し た職員 （下）
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ス ペ ー ス ・ コ ラ ボ レ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム 事業の推進体制が整 う

一 第 1 回実施委員会で， 事業計画等 を承認一

マ ル チ メ デ ィ ア 社会 に 対 応 す る た め， 文部省 は 各 大 学

に 衛 星通信 を 使用 す る ス ペ ー ス ・ コ ラ ポ レ ー シ ョ ン ・ シ

ス テ ム （ 以 下 「 S c S 」 と い う 。 ） の 計 画 的 整 備 を 進 め

て い ま す が， 本 学 で は 平 成 10年度補正予算 に よ り S c s  

関 連 機 器 の 整 備 が予算措 置 さ れ， 既 に 総合情報処理 セ ン

タ ー 4 階 の ソ フ ト ウ エ ア 演 習 室 で S c S が利用可能 と な っ

て い ま す 。

7 月 15 日 （水） 開 催 の 第 1 回 S c S 事業 実 施委 員 会 に お い

て は ， 委 員 長 に 久保 文 夫 理学部教授 が 選 出 さ れ， 併 せ て

事業計画等 が承認 さ れ ま し た 。 こ れ に よ り ， 本 学 の S c 

S 事業 の 推進体制 が 整 い ま し た の で， 今後， 授業 や 研 究

等 で S c S が 大 い に 利 用 さ れ る こ と が 期 待 さ れ ま す 。

（ お 問 い 合 わ せ は ， 入 試 課教務係 ま で ）
A 総合情報処理センタ ー屋上のパラボラアンテナ

工学部が紺 日 本工学教育協会業績賞 を受賞

A 表彰状と記念の ト ロ フ ィ ー を
手にする宮下工学部長

本学工学部 は， 平成 6 年 度 か ら 全 国 に 先駆 け て ， 新 潟

大学工学部 及 び長崎大学工学部 と 共 同 で 取 り 組 ん で き た

「 『専 門 高校卒業生 を 対 象 と し た カ リ キ ュ ラ ム 編 成 及 び

教育方法』 の 教育実践」 の 成果 が認 め ら れ， 7 月 1 9 日 （月）

社 団 法 人 日 本工学教育協会 （ 吉 川 弘 之 会 長 ） か ら 業 績 賞

を 受 賞 し ま し た 。

工学部で は． 平成元年度 か ら 工業系高校か ら の 推 薦 入

試 を 実 施 し て き て お り ， 平成 7 年 度 か ら こ れ等工業 系 高

校 か ら の 入 学生 を 対 象 に 数学， 物 理， 化学 及 び英 語 の 4

科 目 に つ い て の 補 習 教 育 を 実施 す る と と も に ， そ の 教 育

効 果等 に つ い て も 上 記 3 大学 で プ ロ ジ ェ ク ト を 組 み 調 査

研究 し ， そ の 結果 を 報告書 に ま と め 公 表 し て き ま し た 。

ま た， 平成 9 年 度入試 か ら は 定 員 枠 を 設 け た 専 門 高 校 卒

業生選抜 を 実 施 す る な ど専 門高校卒業生 の受入促進 を 図 っ

て き た も の で あ り ， 今 回 の 受 賞 は ， こ れ ら の こ と が 評 価

さ れ た も の と い え ま す 。
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地域共 同 研究 セ ン タ ー が交流振興会の談話会 を 開 催

地 域 共 同 研 究 セ ン タ ー で は， 7 月 2 1 日 （羽 交流振 興 会 の

平成 1 1 年 理事会， 総 会 の 後， 午 後 2 時40分 か ら 工 学 部 1 0

6講 義 室 で 交流振興会談話 会 を 開 催 し ま し た 。 談 話 会 は

講 師 2 名 を 迎 え て 行 わ れ， 最初 に ， 北陸電力株式 会 社 取

締役工務部長 長坂秀雄氏 （ 地 域 共 同 研 究 セ ン タ ー 客 員

教授） か ら 「ベ ン チ ャ ー 企業 を 中 心 と し た 産学協 同 研 究

に つ い て 」 と 題 し た 講演 が あ り ， 引 き 続 き ， 日 本 開 発 銀

行調査役 菊 池 伸 氏 か ら 「大学 の 研 究 成 果 の 社 会 へ の

還 元 一 T L O の 役 割 一 」 に つ い て 講 演 が あ り ま し た 。

出 席 し た 企業 関 係者， 教 職 員 約 1 00 名 は ， 長 坂 講 師 に

よ る 東 京都 内 の 企 業 と の 共 同 研究 の 実例 紹 介 や 菊池講 師

の 我 が 国 に お け る T L O 設立 の 動 き ， 望 ま れ る 日 本 版 T

L O に つ い て 具体例 を 例 示 し た 説 明 と ， T L O の 設 立 に

は 「学 内 全体 と し て の 取 り 組 み が必要」 と の 説 明 に メ モ

を 取 る な ど 熱 心 に 聴講 し ま し た 。

談 話 会 終 了 後， 工 学 部 大 会議 室 で 産 学交流会 が 開 催 さ

れ， 熱 心 な 意 見 交 換 が行 わ れ ま し た 。

企 盛 況 の 講演会場 （ 工 学 部 大 講 義 室）

高等学校の進路指導担当教諭 と の懇談会 を 開 催

... 盛 況 と な っ た 懇談会 （ 黒 田 講 堂 会 議 室）

7 月 22 日 （木） 「平成 1 1年 度 高等学校 と 富 山 大 学 と の 入 学

試験 に 関 す る 懇談 会」 が 黒 田 講 堂 に お い て 開 催 さ れ ま し
7・，』 。

こ の 懇 談 会 は， 本 学 の 入試 内 容 や 教育 内 容 な ど に つ い

て 理解 を 得 る こ と を 目 的 と し て 毎 年 開催 し て い る も の で，

富 山 県 の ほ か 石 川 ， 福 井 及 び岐阜県 の 高 等学校進路 指 導

担 当 教諭 （85人 ） と ， 能登谷学長補佐 （ 学 生 部 長 ） を は

じ め 各 学 部 入 試 関 係委 員 な ど本学 関係者 （25人 ） が 出 席

し ま し た 。

懇談会 で は， 本 学 か ら 平成 12年度富 山 大学入学 試 験 の

概 要 や 各 学 部 （ 学科 ・ 課程） の 特 色 な ど に つ い て 説 明 の

後， 高等学校側 か ら 本学 に 対 す る 様 々 な 質 問 ・ 要望 等 が

寄 せ ら れ る な ど 活 発 な 意 見交換が行 わ れ， 充 実 し た 会 議

と な り ま し た 。
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外 国 出 張 工 学 部 教 授

人文学部 教 授

教育学部 教 授

経済学部 講 師

理 学 部 助教授

工 学 部 教 授

教育学部 教 授

工 学 部 教 授

人文学部 助教授

理 学 部 助教授

理 学 部 助教授

工 学 部 教 授

工 学 部 教 授

工 学 部 教 授

理 学 部 助 手

理 学 部 助教授
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氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間

1 1. 7. 1 

吉 村 敏 章 ア メ リ カ 合 衆 国 有機硫黄化学 に 関 す る 研究
12. 4. 30 

第15回南 ア ジ ア 考古学国際学会に
1 1. 7. 1 

小 谷 仲 男 オ フ ン ダ 出席， 研究発表
1 1. 7. 1 1  

第 4 回 国際応用 数理会議 ( I C I 
1 1. 7. 1 

大 森 克 史 連 メd" 王 国 A M99） に 出席． 発表， 資料収集
1 1. 7. 12 

フ ラ ン ス 臓器移植法制の調査 ・ 研
1 1. 7. 6 

近 藤 和 哉 フ フ ン ス 究
1 1. 10. 1 

パ イ カ ル 湖 で の 古地磁気調査及び
1 1. 7. 9 

酒 井 英 男 ロ ン ア 研究打合せ
1 1. 7. 23 

大量排出 C 0 2 の分離 ・ 回 収技術
1 1. 7. 1 1  

熊 津 英 博 大 草草 民 国 の調査研究
1 1. 8. 8 

極小国家の 「国家 的 ア イ デ ン テ ィ テ 11. 7. 1 2  

佐 藤 幸 男 ニ ュ ー カ レ ド ニ ア ィ 」 の社会的 ・ 経済 的 ・ 文化的基盤
に 関 す る 研 究 の 調 査 ・ 資料収集 1 1. 8 .  2 

宇宙 プ ラ ズマ に お け る 非線形現象
1 1. 7. 15 

坂 井 純 一
ロ 、ノ ア
ド イ ツ 連 邦 に つ い て の 共 同研究

1 1. 8.  9 
1 1. 7. 19 

呉 人 恵 ロ :..-' ア コ リ ャ ー ク 語資料収集
1 1. 8. 27 

日 本海形成前 の東 ア ジ ア の地体構
1 1. 7. 24 

大 藤 茂 中 国 造の復元 に 関 す る 地質調査
1 1. 8. 4 
1 1. 7. 24 

藤 浩 明 ア メ リ カ 合 衆 国 K H - 99- 3 次研究航海乗船
1 1. 8. 28 

ア メ リ カ 合 衆 国 表面創 製 に よ る 疲労信頼性向 上 に 1 1. 7. 25 

塩 津 和 章
カ ナ ダ 関 す る 研究討論及 び研究資料 の 収
連 合 王 国 集 1 1. 9. 25 イ タ リ ア

P E D  S ’ 99国際会議 に 出席， 研
1 1. 7. 25 

作 井 正 昭 中 国 究発表
1 1. 7. 30 

分子性結晶及 び酸化物超伝導体の 1 1. 7. 27 
森 克 徳 ス ウ ェ ー デ ン 物理 と 化学 の 国際会議 に 出 席， 研

究発表 1 1. 8. 1 1  

国後島爺爺岳火山 の ロ シ ア 研究者
1 1. 7. 28 

石 崎 泰 男 ロ ン ア と の 共 同調査
1 1. 8. 6 

Equadiff ’ 9 9 国 際 会 議 に 出 席 ，
1 1. 7. 30 

池 田 幾 雄 ド イ ツ 連 邦 研究発表
1 1. 8. 9 
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渡航の種類 所 属 職 氏 名

外 国 出 張 人文学部 教 授 藤 本 幸 夫

工 学 部 教 授 升 方 勝 己

工 学 部 教 授 J I  I 田 勉

教育学部 教 授 渡 漣 信

理 学 部 教 授 山 田 恭 司

海 外 研 修 人文学部 講 師 林 夏 生

経済学部 助教授 岡 村 輿 子

経済学部 教 授 飯 田 剛 史

人文学部 教 授 東 田 雅 博

人文学部 助教授 葉 柳 靖 子

人文学部 助教授 上 野 隆 三

理 学 部 助 手 渡 塗 了

教育学部 教 授 中 村 義 朗

理 学 部 助 手 辻 瑞 樹

高... ザー 報

渡 航 先 国

大 韓 民

ロ ン

ロ ン

国

ア

ア

ア メ リ カ 合 衆 国

ア メ リ カ 合 衆 国

大 韓 民 国

ス 4、．、 イ ン

カ ナ ダ

連 ゐ口． 王 国

ス イ ス

中 国

オ フ ン ダ

中 国

イ ン ド

第415号

目 的 期 間

1 1. 7. 30 
朝鮮本 の 調査

11.  8. 6 

宇宙 プ ラ ズマ に お け る 非線形現象
1 1. 7. 3 1  

に つ い て の 共 同研究
1 1. 8. g 

宇宙 プ ラ ズマ に お け る 非線形現象
1 1. 7. 3 1  

に つ い て の 共 同研究
1 1. 8. g 

第 16回 国 際植物科学会議 に 出 席，
1 1. 7. 31  

発表
1 1. 8 .  13  

第16回 国 際植物 科学会議 に 出 席，
1 1. 7. 31  

研究発表
1 1. 8.  14 

韓国 国際政治学会1999年度研究大
1 1. 7. 9 

会 に 出席
1 1. 7 .  12 

グ ロ ー パ ル化 と エ マ ー ジ ン グ経済
1 1. 7. 9 

に 関 す る 国際会議 に 出 席
1 1 .  7. 15 

韓国系 カ ナ ダ人の民族関係 に 関 す
11 .  7. 9 

る 資料収集及 び研究打合せ
1 1. 7. 18 

帝国 と ジ ェ ン ダー の 関係性 に つ い
1 1. 7. 20 

て の 史料 ・ 資料の調査 ・ 研究
1 1. 8. 3 

現代 ド イ ツ 語圏文学 に 関 す る 資料
1 1. 7. 28 

収集
1 1. 10. 5 

外国人留学生 に対す る 中 国語指導
1 1. 7. 28 

法 の研究， 資料収集
1 1. 8. 21  

岩石の 変形特性 に対す る 水の影響
1 1. 7. 31  

に つ い て の 共 同研究
1 1. 9. 25 
1 1. 7. 31  

研究打合せ
1 1. 8. 4 

第26回国 際行動学会議 に 出 席， 基
1 1. 7. 31  

調講演
11.  8.  1 1  
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抽�[]JG!)
《住所変更》

音日 局

教 育 学 部

経 済 学 部

《改 姓》
部 局

教 育 学 部

職

附 属 幼 稚 園

教 諭

庶 務 係

職

附 属 幼 稚 園

教 諭

氏 名

石 倉 卓 子

杉 田 昇

氏 名

石 倉 卓 子

！日

四

姓

宮

��ミ』ミJ
本

7 月 1 日

2 日

5 日

7 ～ 8 日

7 ～ 8 日

7 ～30 日

8 日

10 日

12 日

13 日

部 ｜

第 7 回 関 学 50周 年記念事業委 員 会

第 3 回教養教育 委 員 会企 画専 門 委 員 会

第 3 回 入学 試 験委 員 会

第 2 回 学 寮 委 員 会

平 成 10年度教 育 改 善 推進 費 （学長裁量経 費 ）

実 施 報 告書 説 明 会

第 6 回 将来 計 画委 員 会

概算要 求 ヒ ア リ ン グ （文部省）

接遇指導者養成研修 （ 人 事 院 中 部事 務 局 ）

職 員 定期健康診断

人事 関 係 事 項 説 明 聴 取 （文部省）

第 12 回 セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 等対応検

討委 員 会

第 51 回 北 陸 地 区 国 立大学体育大会 開 会 式 （ 黒

回 講堂 ）

五福 地 区 構 内 一 斉 清 掃

第 7 回 将来 計 画 委 員 会

第 4 回 事務 協 議 会

第 4 回 大学 教 育検討委 員 会

第 2 回 教養教育委 員 会実 施専 門 委 員 会

一 28 -

新規学卒者雇用 フ ォ ー ラ ム （ 第 一 イ ン 新 湊 ）

14 日 第 l 回数務委 員 会専 門 委 員 会

第 4 回 国 際交流委 員 会 留 学生部会

大学運営改善 特 別 講 演 会

15 日 第 1 回 S c S 事業 実 施委 員 会

16 日 第 4 回 部 局 長 懇 談 会

第 4 回評議会

第 3 回教養教育委 員 会

19 日 将来計画委 員 会 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ会議

22 日 平 成 1 1 年 度 高 等学校 と 富 山 大学 と の 入学試験

に 関 す る 懇談 会

第 2 回 自 己点検評価 委 員 会

23 日 第 8 回 将 来計画委 員 会

第 1 回 学生生活協議会体育部会

27 日 第 5 回 自 己点検評価委員 会管理運営専 門 委 員

�、. 

27～28 日 文部省 会計 実 施 監 査

29 日 第 1 回就職連絡会議

第 4 回 入 学 試験委 員 会

30 日 第 2 回 学生生活協議会

第 5 回 大学教育検討委 員 会
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人 文 学
28 日 学部将来計画委 員 会

平 成 1 1年度学校図書館司書教諭講習

7 月 1 日 学部教務委 員 会 ( 8 月 12 日 ま で ）

5 日 学部 自 己点検評価委 員 会 公 開 講 座 「硬式 テ ニ ス （初心者） コ ー ス 」

学 部 入学者選抜方法検討 委 員 会 ( 8 月 1 日 ま で ）

7 日 教授会 29 日 学部 図書委 員 会

教授会 （ 人事 ） 30 日 学部予算委 員 会

9 日 学 部 将 来計 画 委 員 会

人文科学研 究 科教務等検討委 員 会
経 済 学

14 日 学 部 将 来計 画委 員 会

独立大学院研究科 （博士課程） 設置 に 関 す る 7 月 2 日 学 部 自 己 点 検評価委 員 会

人 文 学 部 及 び経済学部合 同 委 員 会 6 日 学部教務 委 員 会

15 日 学 部 国 際交流委 員 会 7 日 学部入学試験委 員 会

1 6 日 学 部 入学者選抜方法検討委 員 会 人事教授 会

学部広報委 員 会 研究科委 員 会

教授会 教授会

研 究 科委 員 会 14 日 独立大学 院博士課程設置 に 伴 う 合 同打 合 せ 会

22 日 独 立 大 学 院 研 究 科 （博士課程） 設置検討委員 2 1 日 情報処理委 員 会

会 27 日 学部教務委 員 会

23 日 学 部 将 来計 画 委 員 会 就職指導 委 員 会

26 日 学 部 自 己 点 検 評 価委 員 会 学部学生生活委 員 会

学 部 予 算委 員 会 29 日 人事教授 会

28 日 学部教務委 員 会 研 究科委 員 会

教授会

教 育 学
30 日 学部 自 己 点検評価委 員 会

7 月 1 日 附 属 学校 プ ー ル 聞 き
理 学

6 日 附 属 養護学校学校説明 会 （小学部 ）

7 日 学 部 入学試験委 員 会 7 月 1 日 学部 自 己 点検評価委 員 会

学部 自 己点検評価委 員 会 5 日 学部予算委 員 会

附 属 学校水泳指導 に 際 し て の 救 急 法 講 習 会 8 日 学部入試改善委 員 会

8 日 附 属 養 護学校学校説明会 （ 中 学部 ・ 高等部） 12 日 学部教務委 員 会

12 日 学 部 入学試験委 員 会 1 3 日 学部予算委 員 会

学部就職指導委 員 会 14 日 理工学研究科博士前期課程部会理学部会

13 日 職 員 健康診断 教授会

14 日 学 部 学 生 生 活 委 員 会 教授会 （ 人事）

教授 会

人事教授会
工 マ－ー

17 日 附 属 小 学校 第 1 学期 終 業 式

18 日 附 属 中 学校， 附 属 養護学校及 び 附 属 幼 稚 園 第 7 月 1 ～ 2 日

1 学 期 終業 式 第23回 国 立大学53工学系学部長会議運営委員

19 日 紀 要 編 集委 員 会 会 （ 名古屋工業大学）

2 1 日 学部教務委 員 会 第37 田 中 部 圏 国立大学工学系事務協議会 （名

26 日 学部就職指導委 員 会 古屋大学）
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5日 学科長会議

自己点検評価に係る検討委員会

温交会役員会

6 日 教官要覧編集委員会

7日 工学部3 年次編入学試験（学力選抜）

8 日 将来計画に係る検討委員会

9 日 学生生活委員会

大学院改組に係る検討委員会

入学試験検討委員会

12日 学部教務委員会

自己点検評価に係る検討委員会

13日 教授会

専任教授会

理工学研究科博士前期課程工学部会

工学研究科博士後期課程委員会

理工学研究科博士後期課程部会

理工学研究科委員会

14日 授業終了

15日 係長連絡会

16日 機器分析センター運営委員会

19日 大学院改組に係る検討委員会

21日 博士学位論文審査等に関する打合せ会

22日 将来計画に係る検討委員会

26日 大学院改組に係る検討委員会

27～28日 工学部公開講座（体験講座） 「いろいろな流

れの科学一イメージングー」

28 ～30日 工学部外国人留学生実地見学旅行

30日 工場運営委員会

学部運営委員会

職員厚生事業「ピアガーデン」 （名鉄トヤマ

ホテル）

企合同運動会（附属学校）

幸日 第415号

｜附 属図書館
7月 2 日 第l回写真集作成小委員会

16日 第l回年史編纂委員会

23日 第3回附属図書館商議会

｜地域共同研究センター
7月1 日 第3回運営委員会

21日 平成11年度地域共同研究センター交流振興会

理事会・総会・談話 会

26 ～30日 先端技術研修（機械加工コース）

｜総合情報処理センター
7月23日 第1回広報研修専門委員会

｜水素同位体科学研究センター
7月5日 第5回運営委員会（人事に関する運営委員会）

ム官員委営
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編 集 富山大 学庶務 部庶務課

富 山 市五福3 1 9 0 

あけぼの企画株式会社

富山市住吉町1丁目5-18

電 話（4 2 4) 1 755附

印刷所
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